
殖物調節剤の利用試験  

′J、林秋雄 渡辺彬 今成竹正 菅原兼太郎  

】．日  的  

各種飼料作物を連続裁増して、育刈方式で侮日利用する場合、利用適期は短く、利用後期ほ  

硬化、倒伏等で良質なものを給与することができないふ   

このことから植物調節剤（按化剤）を利用し、利用期間の延長並び比例伏防止による品質の  

向上等の効果をねらりてこの試験な実施する。   

2．鼠験方法  

い）供試作物  

秋蒔エン㌧バク、春蒔エソバク、  

l2）播種月日  

掲和4 3年10月22E  

昭和44年 3月 6日  

（3）播種方法  

瞳巾75珊10d当3．5極粂欄  

回l施肥儲  

「肥（10ヴ当2．000kク）  

化成1考（10（Z当40k伊）  

（5）供試薬割と使用量  

㌔剤 
針＼   （10α当） 藁剤傭用．兢   稲沢倍輩   10年当散布灘  有効成分含遵   

ナスリ ー・フ   2 7CC   1．0 0 0   27一β   0．55座  

丁トニ・yク   10cc   3．O C）0   30．′彰   

2 4 D   50グ   1．0 0 0   50＿¢  75LO笹  



（6）処 理  

（4／1，4／10，4／1g，4／30，5／10）把各1回生育過程kおいて処理し  

た。  

（7）武威区別及面横  

1P4f〉制（薬剤処二哩3区と娘処理区），1P＝6．48ガ  

（8）薬剤散布時の気象及生育状況   

いずれも票りないし晴れで気盤は最低13℃、舶26－c・であっ吾のて、索轡布時？．条   

件は良好とみる。  

発芽、その後の生習字状況も良好であった。   

3．調査成稲  

lり〔秋蒔エ／バク〕   

ア 処理円から出襟までの所要日数  

・雲／1  一l／10  4／19  4／3n  5／イ10   

ナスリ ーフ   6 0日  5 4   ヰ 6   3 4   2 0   

アト ニ ソク   6 2   5 ユ   41   3 4   2 3   

2 4  D   6 6   5 5   4 7  3 4   2 5   

平  均   6 3   5 3   4 5   3 4   2 3   

無 処 理   6 6   5‘1   4 6   さ 5   2．S   

イ 出穂時における集貨収虚（10（之当kg）  

∠l／1   4／10  4／19  4／30  5／10  平  均   

ナスリ ーウ   5／800  7．3 00  6．90 0  6．7 0．0  6．9（10  6＿70‘0   

アト ニ アク  7．0 0 0  6．2 0 0  7．0 0 0  ＄．1（10  6．3 0 0 ご  ＼6．，90 0   

2 4 上）   6．3（〉 C  6．3〔）0  6．7 0 D  7．9 0 0  6．90 0  6、．寧00   

平  均  6．3 6 7  6．6 0 0  6．8 6 7  7．5 6 7  6．70 0  6．8 0 0   

無 処 理  6，70【）・  6．3 0 0  6ニ5・巾・0  7．9 00  5∴2 0 0  6．6 0 0  



ウ 出穂時における草丈（止糞高畑）  

云ノ1  A／■10  4ノ19  4／30  5／10  平  均   

ナスリ ーフー  l苧7   15 7  i．／53  1．4 4・  13 5  14 7．2   

ァト ック．  141  14 3  14 2  14 ∂  14 0  1▲12．8   

2 ∠lD   1畠4   14 6  14 3  15 2  15 2  14 9．4   

平  均  1∠17   14 9  14 6 ■  14 8  14 2  14 6．5   

無 処 理．  15 4  1 4 8  14 8  15 5  15 3  き151・6   

エ 出穂時における節間長（上から舅1節～第3節珊）  

空＼剤讐扁  4／1  4／10  4／19  4／30  5／10  平 均   

ナスリ 「フ   2 2．6  ．20‡7  18．3  19．4   19．4  2 0．1   

アトニ ツク  ユ 呂．4  19．3  2．3．1  2 0．3  19．1  2 0．0   

2 4 D   17．6  21．1  21．6  2 0．3  19．6  2 0．0   

平 ・ 均  19．5  20．て4  21，0  2 0．0  19．4  2 0．0   

無 処 理  2 0．2  16．0  19．8  2 0．6  2 0．7  19．5   

（2）〔春蒔エソ／十ク〕   

7 出穂までの所二祭日数  

4i・  4／10  4／19  4／30  5／1 

ナスリ≡－フ  
1  

アト⇒ック  Ⅰ  
7 7［i  6 7日  5 8日   

24i）  

塵処理  



イ 出穏時における生草収蛍（10α当辱）  

酬月  4／1   4／10  4／19  4／30  5／10  平  均   1  
ナスリ ー フ  7．3 0 0  6．7 0 0  6 7，0 0  7．6 0 0  7．7 0 0  7．2 0 0   

アト ニ ツク  7．0 0 0  6．6 0 0  7．6 0 0  8．3 0 0  6．10 0  7．12 0   

2 4Ⅰ）   5．3 0 0  5．5 0 0  4．9 0 0  8．9 0 0  6．8 0 0  6．2 8 0   

平  均  6．5 0 0  6．3 0 0  6．4 0 0  9．3 0 0  6．9 0 0  6，9 00   

無 処 理  6．10 0  7．10 0  臥0 0 0  6′9 00  6＿5 0 0  6．7 2 0   

ウ 出穏時における草丈（止葉高）  

獅名処理月日  4／1  4／10  4／19  4／30  5／10  平  均   
ナスリ ∵フ   12 6   1 31   12 9   1 3 7   13 7   132   

アト ニ ヅク   13 4   12 7   13 9   ユ 3 7   12 3   13 2   

2 4 D   1 311 12 8   12 8   13 9   141   133   

平  均   13 0   12 9   13 2   13 8   13 4   13 2   

無 処 理   13 5   12 9   14 0   13 7   13 3   13 5   

エ 出穂暗む⊂おける節閲兵（上より薦1節′－第3師）  

薬帝名個朋  4／1  4／10  4／19  4／30  5／10  平・均   
ナスリ ーフ   2 0．3   1～∋．9   19．8   21．7   19．8  2 0．1   

アト ニ ソク   16．3   2 0．1   2 0．2   21．9   17．8  19．7   

2 4 D   2 0．1   16．5   18．5   2 0．4   21．9  19．5   

平  均   18．9   18．5   17．5   21．0   2 0．5  19．8   

無 処 二墾   19．9   21′0   21．1   21．5   2 0．9  20．9  



（出穂時における平均生革量）  

四乞田秋蒔エン→べク  

∈＝コ春蒔エ／バク  

‘上膏 



4．考  察   

秋蒔エソ 

施し、出磯時期？遅延、矩化による倒伏防止効果により利用期間の延長をねらったが、各調  

査項目の成績に・見られるとおり、一定の傾向をつかむことかできず、効果を認めなかった。   


